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１
．
は
じ
め
に

　

福
井
県
は
、
行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
令
和

元
年
八
月
策
定
）
に
お
い
て
、
重
要
方
針
の
一
つ
に
「
仕

事
の
進
め
方
改
革
」
を
定
め
、A
I

等
の
積
極
的
活
用
、
効

率
的
・
多
様
な
働
き
方
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
参
考
）
福
井
県
行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン［
令

和
元
年
八
月
策
定
］
抜
粋

方
針
三　

仕
事
の
進
め
方
改
革

◆A
I

等
の
積
極
的
活
用

○�A
I

やRPA

な
ど
のIT

技
術
に
よ
る
事
務
処
理
の

効
率
化

○�W
eb

会
議
等
の
導
入
に
よ
る
効
率
的
、
緊
密
な

情
報
共
有

○
県
民
衛
星
デ
ー
タ
の
幅
広
い
分
野
で
の
活
用

◆
効
率
的
な
働
き
方
・
多
様
な
働
き
方
の
推
進

○
超
過
勤
務
の
上
限
時
間
の
適
正
管
理

○
従
来
の
行
政
事
務
や
ル
ー
ル
の
見
直
し

○
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進

○
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
等
の
推
進

２
．
福
井
県
が
働
き
方
改
革
に
取
り
組
む
背
景

　

福
井
県
は
、
主
に
下
記
の
よ
う
な
現
状
・
課
題
に
直
面

し
て
お
り
、
組
織
内
の
働
き
方
改
革
を
進
め
て
い
く
こ
と

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
現
状
・
課
題
１
】
全
国
最
少
水
準
の
職
員
数

　

令
和
二
年
度
の
一
般
行
政
部
門
の
職
員
数
は
、
二
、

七
八
〇
人
と
な
り
、
全
国
最
少
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
県
内
人
口
は
、
二
〇
四
〇
年
に
は
六
四
．
七
万
人

（
二
〇
二
一
年
二
月
七
六
．
〇
万
人
か
ら
約
一
一
．
三
万

人
減
少
）
に
減
少
す
る
こ
と
が
推
計
（
出
典
：
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
「
日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人

福
井
県

働き方改革の取り組み働き方改革の取り組み

福
井
県
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
取
組
に

つ
い
て

福
井
県
総
務
部
人
事
課
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口
」）
さ
れ
て
お
り
、
県
内
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、
今

後
も
全
国
最
少
水
準
の
職
員
数
は
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

　

そ
の
状
況
に
お
い
て
、
少
な
い
職
員
で
高
い
成
果
を
出

す
た
め
に
は
、
仕
事
の
効
率
化
を
徹
底
し
て
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
現
状
・
課
題
２
】
福
井
県
庁
を
志
す
若
者
の
減
少

　

近
年
、
福
井
県
職
員
採
用
試
験
Ⅰ
種
・
行
政
職
の
志
願

倍
率
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
福
井
県
庁
は
若
い
世

代
か
ら
見
て
、
就
職
先
と
し
て
の
魅
力
が
低
下
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
多
様
な
働
き
方
の
選
択

肢
が
あ
り
、
育
児
等
の
状
況
に
あ
る
職
員
も
安
心
し
て
就

業
で
き
る
等
、
若
い
世
代
か
ら
選
ば
れ
る
職
場
環
境
づ
く

り
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
現
状
・
課
題
３
】
行
政
課
題
の
高
度
化

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
な
ど
、
近
年

の
行
政
課
題
は
高
度
な
専
門
性
お
よ
び
迅
速
な
対
応
が
必

要
と
さ
れ
る
も
の
が
多
く
な
り
、
福
井
県
の
行
政
課
題
は

高
度
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

定
型
的
な
事
務
処
理
の
効
率
化
、
意
思
決
定
に
係
る
調

整
時
間
の
短
縮
等
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
現
場
に
赴
き

課
題
を
把
握
す
る
時
間
や
県
民
・
企
業
等
と
の
協
働
を
進

め
る
時
間
を
確
保
す
る
な
ど
、
高
度
化
す
る
行
政
課
題
へ

の
対
応
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

（参考）福井県内の人口と福井県職員数（一般行政部門）の推移

※出典：都道府県別将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所）
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３
．
取
組
内
容
（
令
和
二
年
度
）

　

前
述
の
課
題
・
現
状
を
踏
ま
え
、
令
和
二
年
度
に
下
記

の
取
組
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
１
）
職
員
の
意
識
改
革
、
各
種
制
度
の
改
正

○
福
井
県
庁
働
き
方
改
革“Life�style�shift”

若
手
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
結
成

庁
内
公
募
に
応
募
し
た
若
手
職
員
を
メ
ン
バ
ー
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
、
若
手
の
ア
イ
デ
ア
を
活

か
し
た
働
き
方
改
革
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

若
手
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、「
福
井
県
庁
は
人

生
一
〇
〇
年
時
代
の
モ
デ
ル
組
織
に
変
わ
り
、
次
世
代
に

選
ば
れ
る
組
織
に
な
ろ
う
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
効

率
的
な
仕
事
の
進
め
方
の
ル
ー
ル
（
共
通
ル
ー
ル
）
の
策

定
、
今
後
の
働
き
方
改
革
の
方
向
性
を
ま
と
め
た
計
画

（“Life�style�shift”

デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ン
）
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

○
職
員
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

働
き
方
に
関
す
る
課
題
の
洗
い
出
し
お
よ
び
テ
レ
ワ
ー

ク
等
に
必
要
と
な
る
基
礎
的
なIT

ス
キ
ル
の
習
得
を
促
す

た
め
、
職
員
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
該
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に
は
約
六
〇
〇
名
が
参
加
、

（参考）福井県職員採用試験（Ⅰ種・行政職）志願倍率の推移
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セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者

は
自
席
か
ら
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
、
当

日
の
映
像
を
録
画
し

た
動
画
は
後
日
視
聴

す
る
こ
と
も
で
き
る

た
め
、
移
動
時
間
が

か
か
ら
ず
、
空
き
時

間
を
有
効
活
用
し
て

効
率
的
に
学
習
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
夏
の“Life�style�shift”

の
実
施

令
和
二
年
七
月
か
ら
九
月
を
「
夏
の“Life�style�

shift”

」
実
施
期
間
と
し
、
夏
季
の
休
暇
取
得
促
進
と
あ

わ
せ
、
多
様
な
働
き
方
を
推
進
す
る
制
度
の
活
用
を
奨
励

し
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
仕
事
を
終
え
て
か
ら
次
に
働
き
始
め
る
ま

で
の
休
息
時
間
を
一
一
時
間
以
上
確
保
す
る
「
勤
務
間
イ

ン
タ
ー
バ
ル
制
度
」、
二
つ
目
は
勤
務
開
始
時
間
を
六
時

か
ら
一
三
時
ま
で
の
一
五
区
分
か
ら
選
択
で
き
る
「
早
出

遅
出
勤
務
制
度
」
で
す
。

　

早
出
遅
出
勤
務
制
度
に
つ
い
て
は
、
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト

で
通
年
実
施
の
希
望
が
多
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
令
和

二
年
一
一
月
か
ら
、
業
務
上
の
必
要
性
が
あ
る
職
員
等
に

限
定
せ
ず
、
通
常
の
勤
務
時
間
で
勤
務
す
る
全
職
員
（
た

だ
し
、
交
代
制
勤
務
職
員
等
業
務
の
性
質
上
公
務
に
支
障

が
出
る
場
合
は
対
象
外
）
を
対
象
に
、
早
出
遅
出
勤
務
制

度
を
通
年
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
福
井
県
職
員
服
務
規

程
等
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

（参考）若手プロジェクトチーム活動の様子（写真・左）　 職員向けワークショップの様子（写真・右）
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（
参
考
）
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度

　

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
と
は
、
仕
事
を
終
え
て
か

ら
次
に
働
き
始
め
る
ま
で
の
休
息
時
間（
イ
ン
タ
ー
バ
ル
）

を
一
定
時
間
設

け
る
こ
と
に
よ

り
、
職
員
が
十

分
な
生
活
時
間

や
睡
眠
時
間
を

確
保
し
、
健
康

を
維
持
し
な
が

ら
生
産
性
の
高

い
働
き
方
を
可

能
と
す
る
た
め

の
制
度
で
す
。

○
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
月
間
の
実
施

働
く
場
所
に
こ
だ
わ
ら
な
い
、
新
し
い
柔
軟
な
働
き
方

の
定
着
を
図
る
た
め
、「
秋
の
テ
レ
ワ
ー
ク
・
デ
イ
ズ
～

変
え
よ
う
、
変
わ
ろ
う
、
や
っ
て
み
よ
う
～
」
を
テ
ー
マ

に
、
令
和
二
年
一
〇
月
か
ら
一
一
月
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進

月
間
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

推
進
月
間
で
は
、
各
所
属
に
お
い
て
一
人
あ
た
り
週
一
回

以
上
の
目
標
を
設
定
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
こ
と
、

W
eb

会
議
の
活
用
等
の
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施
に
あ
わ
せ
た
仕
事

の
進
め
方
に
見
直
す
こ
と
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

○
男
性
職
員
の
育
児
に
伴
う
休
暇
・
休
業
の
取
得
促
進

男
性
職
員
が
家
族
時
間
を
充
分
に
確
保
し
、
仕
事
と
育

児
の
両
立
、
お
よ
び
仕
事
以
外
の
経
験
の
習
得
を
促
進
す

る
た
め
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
す
べ
て
の
男
性
職
員
は
一

月
以
上
の
休
暇
・
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
男
性
職
員
は
、
出
生
予
定
日
の
前
に

休
暇
の
取
得
予
定
等
を
ま
と
め
た
育
児
参
加
プ
ラ
ン
を
策
定

す
る
と
と
も
に
、
所
属
長
は
計
画
ど
お
り
の
休
暇
取
得
が
で
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き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
体
制
の

充
実
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
対
応

し
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
エ
リ

ア
「H

iraku

」
の
整
備

そ
の
日
の
作
業
内
容
に
応

じ
て
、
最
も
効
率
的
な
場
所

を
選
択
で
き
る
働
き
方
の
定

着
を
図
る
た
め
、
令
和
三
年

一
月
、W

eb

会
議
に
対
応
し

た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
専
用
エ
リ

ア
「H

iraku

」
を
開
設
し
ま

し
た
。

　

当
該
エ
リ
ア
は
、
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、「
自

席
で
のW
eb

会
議
は
、
周
囲
の
会
話
等
が
入
り
や
り
に
く

い
」「
会
議
室
でW

eb

会
議
を
行
う
場
合
、
機
材
の
設
置

に
時
間
が
か
か
る
」
等
の
意
見
が
多
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
整
備
し
た
も
の
で
す
。
当
該
エ
リ
ア
の
整
備
に
は
、
予

算
要
求
は
行
わ
ず
既
存
の
機
材
を
活
用
し
、
配
線
・
設
置

の
作
業
は
職
員
が
自
前（
い
わ
ゆ
るD

IY

）で
行
い
ま
し
た
。

　

当
該
エ
リ
ア
の
開
設
後
は
、
八
割
以
上
の
稼
働
率
が
あ

り
、
利
用
し
た
職
員
か
ら
は
「
機
材
設
置
等
の
手
間
が
か

か
ら
ず
、
効
率
的
にW

eb

会
議
が
で
き
る
」「
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
特
化
し
た
エ
リ
ア
で
あ
り
、
雑
音
が
入
ら
ず
議
論

に
集
中
で
き
る
」な
ど
の
好
意
的
な
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

○
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
の
試
験
的
導
入

専
門
人
材
（
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、
エ
ン
ジ

ニ
ア
等
の
民
間
か
ら
の
人
材
）
や
市
町
職
員
、
庁
内
関
係

課
職
員
な
ど
、
組
織
や
所
属
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
促
進
し
て
、
新
し
い
企
画
の
ア
イ
デ
ア
創
出
を

促
す
た
め
、
令
和
三
年
四
月
か
ら
、
企
画
部
門
（
地
域
戦

略
部
未
来
戦
略
課
）
の
執
務
室
に
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
を
試

験
的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
試
験
的
導
入
の
成
果
を
踏
ま
え
、
他
部
門
の
執

務
室
へ
の
拡
大
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

（
２
）
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
等
の
導
入

○
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備

（参考）ミーティング専用エリア「Hiraku」の様子（写真）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
令
和

二
年
二
月
か
ら
在
宅
勤
務
制
度
（
テ
レ
ワ
ー
ク
）
を
導
入

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
仮
想
化
サ
ー
ビ
ス

のW
V
D

（W
indow

s�V
irtual�D

esktop

）
を
導
入
し

た
こ
と
に
よ
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
し
て
自
宅
か
ら

庁
内
の
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
て

い
ま
す
。

　

以
前
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
たO

ffi
ce365

お
よ
びW

V
D

に
よ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
も
登
庁
時
と
同
程
度
の
作
業
を

行
う
こ
と
が
で
き
、
打
合
せ
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
円
滑
に
で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
本
庁
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
を
無
線LA

N
化

令
和
三
年
二
月
か
ら
本
庁
に
お
い
て
、
職
員
が
業
務
上

使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
行
政
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
と
の
接
続
を
無
線LA

N

化
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
接
続
は
有
線LA

N

で
行
っ
て
い
た
た
め
、
資
料
作
成
・W

eb

会
議
等
の
作
業

は
自
席
で
行
う
必
要
が
あ
り
、
ま
た
打
合
せ
を
行
う
際
は

紙
資
料
を
配
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
無
線LA

N

化
に
よ
り
、
庁
内
で
パ
ソ
コ
ン
を

持
ち
運
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
最
も
効
率
が
良
い
場
所

で
資
料
作
成
・W

eb

会
議
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
モ
ニ

タ
ー
画
面
等
で
資
料
を
提
示
し
な
が
ら
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で

打
合
せ
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
民
間
企
業
と
の
協
働

○
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
株
式
会
社
と
「
行
政
×
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
、
Ｄ
Ｘ
）」

に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結

令
和
三
年
二
月
、
福
井
県
と
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
株

式
会
社
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
Ｄ
Ｘ
の

推
進
等
を
内
容
と
し
た
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
、日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
株
式
会
社
と
協
働
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
を
行
う
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
行
政
の
Ｄ
Ｘ
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
参
考
）
福
井
県
・
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
株
式
会
社

「
行
政
×
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
連
携
協
定
」
抜
粋

（
１
）
働
き
方
改
革
を
柱
と
し
た
行
政
の
Ｄ
Ｘ
を
推
進
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・
業
務
改
善
、
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
等
の
先
進
的
な

取
組
実
施

・
最
新
サ
ー
ビ
ス
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ト
ラ

イ
ア
ル
提
供
等

（
２
）
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
支
援

・
全
て
の
職
員
が
デ
ジ
タ
ル
活
用
を
目
指
し
、職
級
、

習
熟
度
、
階
層
別
研
修

・
Ｄ
Ｘ
リ
ー
ダ
ー
育
成
支
援

（
３
）
県
内
一
七
市
町
の
行
政
の
Ｄ
Ｘ
実
現

・
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
業
務
シ
ス
テ
ム
共
同
化
に

向
け
た
研
究
と
実
践

・
県
市
町
フ
ァ
イ
ル
共
有
シ
ス
テ
ム
の
利
活
用
推

進
支
援　

等

（
４
）
行
政
を
は
じ
め
と
し
た
デ
ー
タ
連
携
基
盤
の
検

討
推
進

・
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
推
進

・
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
実
践
検
証
へ
の
支
援　

等

４
．
取
組
の
効
果

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
働
き
方
改
革
の
効
果
が
確
認

で
き
た
事
例
と
し
て
、

二
件
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

○
男
性
職
員
の
育
児
休

業
取
得
率
の
増
加

　

前
述
の
意
識
改
革
に

関
す
る
取
組
に
加
え
、

全
庁
的
な
取
得
促
進
の

呼
び
か
け
を
行
っ
た
結

果
、
男
性
の
育
児
休
業

取
得
率
は
、
令
和
元
年

度
四
．
九
％
で
あ
っ
た

も
の
が
、
令
和
二
年
度

三
四
．
五
％
（
令
和
三

年
二
月
末
現
在
）
ま
で

大
幅
に
伸
び
て
お
り
、

平
均
取
得
日
数
に
つ
い

て
も
、
令
和
元
年
度
一

人
あ
た
り
約
六
日
で

あ
っ
た
も
の
が
、
令
和

（参考）男性職員の育児休業取得率の推移
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二
年
度
一
人
あ
た
り
約
四
四
日（
令
和
三
年
二
月
末
現
在
）

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
が
家
庭
の
状
況
等
に
応
じ
、
主
体
的
に
自
分
の
働

き
方
を
選
択
で
き
る
文
化
の
醸
成
が
進
ん
で
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

○
令
和
三
年
一
月
豪
雪
に
お
け
る
業
務
継
続

福
井
県
で
は
、
令
和
三
年
一
月
七
日
（
木
）
か
ら
の
大

雪
に
よ
り
、
公
共
交
通
機
関
の
運
転
見
合
せ
等
の
大
規
模

な
交
通
障
害
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

通
勤
困
難
と
な
っ
た
職
員
が
多
数
生
じ
ま
し
た
が
、
大
雪

後
初
め
て
の
勤
務
日
と
な
る
一
月
一
二
日
（
火
）
は
、
全

職
員
の
約
一
五
％
に
あ
た
る
四
四
〇
名
が
在
宅
勤
務
を
行

い
、
自
宅
で
業
務
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
大
雪

に
よ
る
業
務
の
停
滞
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

５
．
今
後
の
方
向
性

　

令
和
二
年
度
に
結
成
し
た“Life�style�shift”

若
手
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
福
井
県
庁
で
働
く
多
く
の
職

員
の
意
見
を
聞
き
取
り
、
令
和
三
年
三
月
、
今
後
の
働
き

方
改
革
の
方
向
性
を
ま
と
め
た
計
画（
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ン
）

の
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
に
は
、
電
子
決
裁
・
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム

の
導
入
、
職
員
間
の
交
流
を
促
す
た
め
の
フ
リ
ー
ア
ド
レ

ス
の
拡
大
、
自
分
の
専
門
分
野
を
活
か
し
て
担
当
以
外
の

業
務
に
従
事
で
き
る
制
度
（
ふ
く
い
式
二
〇
％
ル
ー
ル
）

の
導
入
等
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
は
、
職
員
の
意
識
改
革
、
行
動
変
化
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
朝
一
夕
で
劇
的
な
成
果
が
出

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
様
々
な
業
務
に
お
け

るA
I

技
術
の
導
入
、
各
種
手
続
き
に
関
す
る
デ
ジ
タ
ル
化

等
は
今
後
も
急
速
に
進
む
と
考
え
ら
れ
、
働
き
方
改
革
に

「
こ
こ
ま
で
や
れ
ば
終
わ
り
」
と
い
う
ゴ
ー
ル
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
働
き
方
改
革
は
息
が
長
い
取
組
に
な
り
ま

す
が
、
福
井
県
で
は
、
職
員
が
自
分
の
専
門
性
を
活
か
し

て
、
イ
キ
イ
キ
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
高
く
働
く
こ
と
が
で

き
、
県
民
の
皆
様
の
幸
せ
に
繋
が
る
ア
イ
デ
ア
が
今
ま
で

以
上
に
生
ま
れ
る
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
働
き
方
改

革
を
実
行
し
て
い
き
ま
す
。


